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表 紙 ドライバーさんが「ほっと」
ひと息つける休憩場特集。
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飯田小
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飯田小

二三味珈琲カフェ●二三味珈琲カフェ●
若山川若山川

農免道路

道の駅「すずなり」
【所 在 地】  〒927-1213
 石川県珠洲市野々江町シ-1
【営業時間】 9:00～18:00
【休 業 日】 年中無休
【駐 車 場】  大型３台　普通車39（身障者2）台
【問い合わせ】 0768-82-4688

今月のSPOT　道の駅 すずなり

珠洲の観光・
お土産品ならここ！

　「道の駅すずなり」は、旧珠洲駅を活用し、
観光案内と地元産のお土産は地域一番の品揃
えです。天然塩、珠洲焼、珪藻土コンロ、い
も菓子などの特産品や新鮮な野菜、海産物を
販売しています。旧珠洲駅には鉄道と線路が
そのまま残されており、ホームのベンチに
座ってのんびりするのもいいと思います。
　観光協会として宿泊の手配や珠洲の観光情
報を発信していますのでお気軽にお立ち寄り
ください。

上段／ 海産物
下段左／ 新鮮な野菜、下段中央／ 地酒、下段右／ 能登塩
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1TOP NEWS

11
月
13
日
（
水
）、
石
川
県
ト
ラ
ッ
ク
会

館
に
お
い
て
、
石
川
運
輸
支
局
の
橋
本
俊
二

支
局
長
と
石
川
県
警
察
本
部
の
坂
尻
勇
一
交

通
部
長
を
来
賓
に
迎
え
、
事
故
防
止
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

■ 

第
20
回

S
D
ラ
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

冒
頭
、
久
安
常
信
会
長
は
「
7
月
2
日

か
ら
1
0
0
日
間
に
亘
り
展
開
し
て
き
た

本
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
無
事
故
・
無
違
反
と
い

う
目
的
を
達
成
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
か

ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後

と
も
業
界
の
牽
引
役
と
し
て
、
交
通
安
全
の

輪
を
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
受
賞
者
に

祝
辞
を
贈
り
、
「
こ
れ
か
ら
年
末
の
繁
忙
期

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
交
通
安
全
に
対
す
る

取
り
組
み
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
発
化
す
る

た
め
、
本
日
の
研
修
会
、
安
全
決
議
を
行

い
、
交
通
事
故
の
減
少
に
向
け
て
業
界
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
を
明
確

に
し
、
事
故
を
1
件
で
も
減
ら
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

TOP NEWS
トッ プ ニ ュ ー ス

無事故無違反を達成した事業所に表彰状が手渡される

事
故
防
止
大
会
を
開
催

〜
安
全
決
議
を
採
択
〜

令
和
元
年
度

Vol.233    いしかわトラックのひろば12月号
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そ
の
後
、
第
20
回
S
D
ラ
リ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
無
事
故
・
無

違
反
を
達
成
し
た
2
5
4
事
業
所
（
優
秀

2
3
6
事
業
所
、
優
良
18
事
業
所
）
が
表

彰
さ
れ
、
久
安
会
長
、
橋
本
支
局
長
、
坂

尻
交
通
部
長
か
ら
代
表
者
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

■
事
故
防
止
研
修
会

表
彰
式
終
了
後
に
は
、
事
故
防
止
研
修

会
を
開
催
し
、
講
師
の
今
枝
晶
子
氏
（
一

般
社
団
法
人
日
本
快
眠
協
会
）
が
「
社
員

の
健
康
は
良
質
な
睡
眠
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
。
今
枝
氏
は
「
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

居
眠
り
運
転
の
経
験
が
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は

7
割
以
上
い
た
。
居
眠
り
の
原
因
は
疲
労
と

睡
眠
不
足
に
あ
る
」
と
指
摘
し
、
「
睡
眠
は

鍛
え
る
こ
と
の
出
来
る
能
力
。
正
し
い
知
識

を
習
得
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
良
質
な
睡
眠
生

活
を
送
れ
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

あ
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

■
安
全
決
議

大
会
の
最
後
に
は
、
交
通
・
環
境
対
策

委
員
会
の
山
下
洋
介
委
員
長
が
、
交
差
点
で

の
右
左
折
事
故
防
止
を
は
じ
め
と
す
る
安
全

決
議
案
を
朗
読
し
、
満
場
の
拍
手
を
以
っ
て

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

実演を交えながら快眠法について説明

安全決議案を朗読する山下交通・環境対
策委員長

ご来賓
坂尻勇一交通部長（石川県警察本部）

ラッピングトラックによりGマークの普及に貢献された大協運送㈱の津田淳一社長に感謝状と記
念品が伝達される

ご来賓
橋本俊二支局長（石川運輸支局）

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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◇加南支部
アイウン㈱ 紅音運輸㈱ 朝日工建㈱ 粟津運送㈱
上田運輸㈱ 宇谷運輸㈱ 折戸運送㈲ 海老運送㈲
㈱岸野運送 ㈲北仁組 ㈱グリーントランスポート ケーアイエキスプレス㈱
互応物流㈱ 小前田運輸㈱ ㈲こまつ 斎藤運輸倉庫㈱
㈱三和油送 城南運送㈱ 信栄運輸㈱ ㈱新陸運輸
㈱セキ ㈲大運トランスポート 大聖寺運輸㈱ 大信建運㈱
㈱大同ゼネラルサービス 高橋配送㈲ タケシタ運送㈱ ㈱鶴尾運輸
東洋運輸㈱ 富山建設運輸㈱ 富山県トラック㈱ ㈱とらすと
㈱鍋田運送 南征建設運輸㈱ ㈱日本海開発 ㈲能登物流
野村運送㈱ ㈱東崎倉庫運輸 日野トレーディング㈱ 富士運輸㈱
北陸トキサン運輸㈱ 丸運トラック㈱ 丸急運送㈱ 丸倉倉庫運輸㈱
明和運送㈲ ㈲吉田運輸建設 吉美商事㈱ 和束運輸㈱

◇石川支部
㈲あづま運輸 石川トナミ運輸㈱ SBSフレックネット㈱ 大高運輸㈱
大増運送㈱ 岡山県貨物運送㈱ 加賀運送㈱ ㈲加賀配送
㈱勝美建材運輸 ㈲北建材運輸 ㈲北崎運輸サービス 北日本運輸㈱
北村建材㈱ 北本運輸㈱ 黒瀬運送㈱ ㈲ケィ．ケィ．エム
㈱斉藤運輸 ㈱鷺富運送 ㈱シキケミカル 眞協運輸㈱
㈱伸晃 シンメ建設運輸㈱ 西濃北陸エキスプレス㈱ センコー㈱
㈲竹本運輸 ㈱タッタ流通産業 中越テック㈱ ㈲中部生コン輸送
㈱トスマク・アイ トナミ運輸㈱ 浪速運送㈱ 新潟運輸㈱
日本海急送㈱ 日本梱包運輸倉庫㈱ 二本松物流㈱ 濃飛西濃運輸㈱
野々市商事㈱ 久安重機運輸㈱ ㈲ヒヨリ運輸 北進重量運輸㈱
㈱ホクトラ石川 北陸石井運輸㈱ 北陸大池運送㈱ 北陸七福運送㈱
㈱北國輸送センター みなと梱包運送㈱ ㈱ヤマトインテグレート ㈲吉晃運輸
若松運輸㈱

◇金沢第一支部
㈱アクティー 石川アサヒ運送㈱ 石川日通運輸㈱ 稲沢運輸㈱
上野郵便逓送㈱ 永和運輸㈱ ASK金澤㈱ ㈱金沢環境サービス公社
金沢市清掃㈱ 環境開発㈱ 北川運輸㈱ 三恵物産㈱
㈱ JAアグリライン石川 ㈱ジャストロジスティクス ㈲城寛商事 大一急行㈱
谷口運輸㈱ ㈱ツカサ 西川輸送㈱ 日通トランスポート㈱
日本通運㈱ 日本物流マネジメント㈱ 日本郵便輸送㈱ 福田運送㈱
北陸貨物運輸㈱ ㈱北陸環境サービス 北陸綜合警備保障㈱ 北陸ダイセキ㈱
北陸荷物㈱ 北陸名鉄運輸㈱ ㈱丸伸インダストリ 丸福物流サービス㈲
㈱ミツノリ 山科運送㈱ 若松梱包運輸倉庫㈱

◇金沢第二支部
相川運輸㈱ 浅野川運輸㈱ ㈱エナジーサポート石川 ㈱エンカク運輸
オオニシ機工㈱ 金沢生コンクリート㈱ 共進運輸㈱ きんしん総合サービス㈱
㈱グリーンサービス ㈱金剛 城西運輸機工㈱ 城西物流倉庫㈱
㈱デイリー･クリーン･サービス 東夥油漕㈱ 中居建設㈱ ㈱ニヤクコーポレーション
㈱ネットワークス ㈱フードシステム金澤 北昭油送㈱ ㈱北都高速運輸倉庫金沢
㈱北陸共配 北陸日本海油送㈱ ㈱丸新舎 宮本運送㈱
㈱山水

優秀事業所表彰 236事業所
第20回 SDラリーコンテスト

Vol.233    いしかわトラックのひろば12月号



4 TOP NEWS

◇金沢第三支部
㈱アータイ ㈲アータイトランスポート ㈱アペックス 安房運輸㈱
㈲エス・ティ物流 ㈱大崎 大森建設運輸㈱ 沖津運輸㈱
㈱梶運送 金沢デンカ生コン輸送㈱ ㈱久保建材工業 ㈲湖南急送
サカエ重量運搬㈱ サンワ運輸㈱ ㈱シンコー運輸 ㈱ゼロ・プラス中部
大東実業㈱ ㈲藤和商運 中作運輸㈱ ㈱ナニワ急便
西金運輸㈱ 野々市運輸機工㈱ ㈱浜庄運輸 ㈱東山建材
ホクトミ運輸㈱ ㈱北陸カイリック ㈲北陸建運 北陸電通輸送㈱
宮下運輸㈱ ㈱夢商 吉沢運送㈱ ㈲吉田運送
ラニイ福井貨物㈱

◇能登支部
㈱青山運送 ㈲あきら物流 ㈱稲岡 ㈱稲岡運輸
大島産業物流㈱ 壁屋土石運輸㈱ ㈱環境日本海サービス公社 共栄運輸㈱
㈱宏栄商会 是則北陸運輸㈱ 志賀運輸㈱ 志賀興業建設㈱
㈲第一輸送 太陽警備保障㈱ 瀧の川運輸㈱ 竹原運輸㈱
㈲谷口物流サービス ㈱富来運輸 ㈱戸坂運送店 ㈲七尾運輸
七尾海陸運送㈱ 西村運送㈲ ㈱ニシムラ運輸 日生運輸㈱
能州運輸㈱ 能登環境㈱ 能登部運送㈱ 羽咋生コンクリート工業㈱
㈲初谷運送店 北国通運㈱ 松谷建設㈱ ㈲丸東商会
㈲マルヒ運送 水口運送㈱ ㈲山喜商事 鹿西運送㈱

◇奥能登支部
㈱アメニティ ㈱新出組 ㈲セーフティ ㈱田中建材
玉木運送㈱ ㈱マサキ運送 町野運輸㈱ ㈲丸後運輸
三杉運送㈱ ㈲森運輸

◇加南支部
㈱コマテック 大協運送㈱ ㈲直人運輸 ㈱日章

◇石川支部
司企業㈱

◇金沢第一支部
㈱トリビュート 日彩サービス㈱ ㈱ライフアトラス

◇金沢第二支部
㈱シンクラン 日栄運送㈱

◇金沢第三支部
㈲キタ修整 ㈱桐畑 兼六運輸㈱ 中倉陸運㈱ 星崎運輸㈱

◇能登支部
㈱林組 丸一運輸㈱ 山田運輸㈱

優良事業所表彰 18事業所

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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中
村
氏
は
、
昭
和
３8
年
に
家
業
で
あ
る

日
栄
運
送
店
（
現
、
日
栄
運
送
㈱
）
に
従

事
し
、
昭
和
５1
年
に
代
表
取
締
役
に
就
任

し
て
以
来
、
永
年
に
亘
り
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
に
精
励
す
る
と
と
も
に
、
平
成
元

年
か
ら
平
成
9
年
ま
で
、
当
協
会
の
監
事

及
び
理
事
の
要
職
に
就
き
、
会
長
等
執
行

部
を
献
身
的
に
支
え
る
と
と
も
に
、
会
員

の
大
半
を
占
め
る
中
小
企
業
事
業
者
の
経

営
基
盤
の
強
化
並
び
に
近
代
化
を
積
極
的

に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害

防
止
協
会
石
川
県
支
部
や
石
川
陸
上
輸
送

協
同
組
合
、
石
川
県
貨
物
運
送
協
同
組
合

連
合
会
な
ど
の
要
職
に
も
就
き
、
労
働
災

害
事
故
の
撲
滅
に
向
け
た
各
種
取
り
組
み

の
推
進
や
組
合
員
の
事
業
経
営
の
合
理
化

な
ど
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
中
村
氏
は
「
従
業
員
や
家

族
の
支
え
の
も
と
、
諸
先
輩
方
や
皆
さ
ま

方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
こ
の
栄
え
あ
る
栄

誉
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
。
陰
な
が
ら
今
後

の
業
界
の
発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
」

と
、
感
謝
の
念
を
述
べ
ま
し
た
。 

11月13日開催の理事会・交付金運営委員会合同会議において、
中村氏の受賞が報告され、お祝いと花束が手渡されました。

中
村
正
春
氏（
日
栄
運
送
㈱
）

　

国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞

〜
令
和
元
年
自
動
車
関
係
功
労
者
大
臣
表
彰
〜

10
月
31
日（
木
）、国
土
交
通
省
に
お
い
て
令
和
元
年
自
動
車
関
係
功
労
者
大

臣
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、中
村
正
春
氏
が
受
賞
の
栄
誉
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

Vol.233    いしかわトラックのひろば12月号
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11
月
8
日（
金
）、
A
N
A
ホ
リ
デ
イ
・

イ
ン
金
沢
ス
カ
イ（
金
沢
市
）に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
陸
運
関
係
功
労
者
表
彰
式
が

執
り
行
わ
れ
、
運
輸
事
業
や
整
備
事
業
な

ど
の
各
分
野
に
お
い
て
功
績
顕
著
な
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

当
協
会
か
ら
は
永
年
に
亘
り
業
界
の
発

展
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
事
業
功
労
者
及
び

運
転
者
や
運
行
管
理
者
な
ど
19
名
（
運
輸

局
長
表
彰
8
名
、
支
局
長
表
彰
11
名
）
の

ほ
か
、
安
全
性
優
良
事
業
所
と
し
て
認
定

期
間
10
年
以
上
で
安
全
対
策
に
顕
著
な
功

績
が
認
め
ら
れ
た
6
事
業
所
（
運
輸
局
長

表
彰
3
事
業
所
、
支
局
長
表
彰
3
事
業

所
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
北
陸
信
越
運
輸
局
長
・

石
川
運
輸
支
局
長
表
彰
の
各
代
表
者
に
橋

本
俊
二
支
局
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

た
ほ
か
、
久
安
会
長
ら
が
受
賞
者
に
祝
辞

を
贈
り
ま
し
た
。 

事業功労者、優秀運転者らを表彰
～令和元年度陸運関係功労者表彰～

支局長表彰／木下光弘氏 （大聖寺運輸㈱）

受賞者に祝辞を送る久安会長

局長表彰／東博保氏（㈲あづま運輸）

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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運輸局長表彰
事業功労（事業者役員の部）

山西　祥夫（大信建運㈱） 川元　克己（㈱川元急送）
東　　博保（㈲あづま運輸） 大森　政守（大森建設運輸㈱）

永年勤続功労（従業員の部）
川瀬　慎一（㈱ミツノリ） 松本　政信（水口運送㈱）

国土交通行政に対する功労
脇方　善行（（一社）石川県トラック協会） 春田　修一（（一社）石川県トラック協会）

安全性優良事業所表彰
日本通運㈱小松支店 コマツ粟津営業課 竹原運輸㈱ 羽咋営業所
水口運送㈱ 本社営業所 　　

運輸支局長表彰
事業功労（事業者役員の部）

吉田　一幸（吉美商事㈱） 中畠　　登（㈲能登環境）

永年勤続功労（従業員の部）
木下　光弘（大聖寺運輸㈱） 岡野　昌一（星崎運輸㈱）
本田　　健（北日本運輸㈱） 高浜　栄文（星崎運輸㈱）
平田　真樹（㈱ミツノリ） 池田　健成（水口運送㈱）
四辻　照明（㈱ミツノリ） 　　

運行管理者
横田　英之（㈱ツカサ） 細川　裕祐（星崎運輸㈱）

安全性優良事業所表彰
城西物流倉庫㈱ 金沢営業所 北日本運輸㈱　本社営業所
上野郵便逓送㈱ 本社営業所

Vol.233    いしかわトラックのひろば12月号
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11
月
9
日
（
土
）、
石
川
運
輸
支
局

構
内
（
金
沢
市
直
江
東
）
で
開
催
さ
れ

た
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
9
」。

昨
年
、
同
支
局
の
移
転
を
記
念
し
て

開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
が
本
年
度
も
行

わ
れ
、
当
協
会
で
は
、
大
型
ト
ラ
ッ

ク
体
験
試
乗
や
ト
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
、

V
R
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
ブ
ー
ス

を
設
置
し
、
地
域
住
民
と
の
交
流
及
び

自
動
車
関
連
業
務
へ
の
理
解
促
進
に
協

力
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
家
族
連
れ
ら
が
多
数
来
場

し
、
運
転
席
に
座
り
、
歓
声
を
あ
げ
る

子
ど
も
た
ち
や
そ
の
姿
を
写
真
撮
影
す

る
親
な
ど
で
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

トラックの荷台で行ったトラックシアター

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
9

ト
ラ
ッ
ク
体
験
試
乗
な
ど

家
族
連
れ
で
賑
わ
う

大型トラックへの体験試乗。子どもたちを助手席に乗せ、支局構内をゆっくり走行しました。

VR体験コーナー

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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助成事業 申込状況
■衝突被害軽減ブレーキ装置導入促進助成
車両総重量3.5t～8tまでの事業用自動車に全ト協が指定した装置を導入した場合

終了しました

■安全装置等導入促進助成
①後方視野確認支援装置
②側方視野確認支援装置（中型・大型自動車に限る）
③呼気吹き込み式アルコールインターロック装置、
④�IT 点呼に使用する携帯型アルコール検知器（Gマーク認定事業所が導入する場合に限る）�
で全ト協が指定した装置を導入した場合

98%

■健康診断受診助成
一般健康診断を受診した場合

96%

■ドライブレコーダー機器導入促進助成
全ト協が指定した装置を導入した場合

終了しました

■ドライバー・安全運転管理者の安全運転教育の助成
全ト協指定の講座を受講した場合

48%

■エコタイヤ・再生タイヤ導入促進助成
別で定める環境対策の取組みに効果のあるタイヤを導入した場合

96%

■環境対応車導入促進助成
車両総重量2.5t超の天然ガス自動車、ハイブリッド自動車及び電気自動車を導入した場合

0%

■EMS機器導入促進助成　※デジタコ等
全ト協が指定した装置を導入した場合

81%

■アイドリングストップ支援機器導入助成
エンジン停止時に相当時間連続して使用可能な車載用冷暖房機器を導入した場合

81%

■睡眠時無呼吸症候群（SAS）スクリーニング検査助成
SASの検査で、第1、2次検査を全ト協が指定する医療機関で受診した場合

終了しました

■大型・中型・準中型・けん引免許取得助成
助成対象期間内に自動車教習所へ入校し、標記免許課程を修了、支払が完了し、標記免許を取得し
た場合

終了しました

■血圧計導入助成
全ト協が指定した機器を導入した場合

28%

■可動式リアバンパーの導入助成
道路車両保安基準等に適合した装置を導入した場合

31%

『事前申込書』の提出期限は、12月25日（水）となっております。
但し、予算に達した場合は終了となりますので、お早めに「事前申込書」をご提出ください。
※�事前申請書をご提出のうえ、機器の導入等が終えられた事業者は、速やかに「実績報告書」など関係書類をご提出く
ださい。

ご案内 令和元年度 石ト協各種助成申込状況　※11月25日現在

http://www.ishitokyo.or.jp/josei.php
TOP�>�助成・融資制度

Vol.233    いしかわトラックのひろば12月号
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ご案内

お問合せ　（一社）石川県トラック協会　TEL 076－239－2511

ご案内 全日本トラック協会「正しい運転・明るい輸送運動」表彰

1．推薦資格� 下記①～⑤のいずれか1つ以上に該当する者。
①平成31年1月1日～令和2年1月10日の間に傷害以上の大きな事故を起こさ
なかった者。
　※車両の損壊、作業事故、交通事故等すべてを事故とみなします。
②本運動期間中に交通事故の防止、交通公害の防止、輸送秩序の確立に関し、関係
当局、地方公共団体あるいは荷主から感謝もしくは表彰された者。
③荷役機械、自動車部品及び作業方法等の発明、考案もしくは改良を行い、事業経
営の改善向上に寄与した者。
④人命救助、重大事故もしくは危険物の事故防止に功績のあった者。
⑤その他、事業経営の改善向上、交通事故防止、作業安全及びサービス向上等に関し、
著しく功績のあった者

2．提出書類� 同封の案内書をご覧ください。
� ※当協会ホームページからダウンロードできます。
3．提出期限� 令和2年1月17日（金）

第71回石川県トラック協会優良従業員表彰

1．推薦資格� 下記①～④のいずれか1つ以上に該当する者。
①会員事業所の従業員として、10年以上勤務し、勤務成績優秀な者。
②会員事業所の運転者として、10年以上勤務し、10年以上運転事故の無い者。
③危険をかえりみず職責を遂行し、又は重大な事故を未然に防止した者。
④事業に関し、有益な発明・考案・改良または研修をし、運送事業に著しく貢献した者。

2．提出書類� 同封の案内書をご覧ください。
� ※ホームページからも必要書類がダウンロードできます。
3．提出期限� 令和2年1月31日（金）

ご案内

1．実施期間� 令和元年12月10日（火）～令和2年1月10日（金）
2．実施内容� 点検内容等につきましては、同封の案内書をご覧ください。
3．結果報告� 既にご案内の「点検結果報告書」を令和2年1月17日（金）までに当協会事務局

までご提出ください。

年末年始の輸送等に関する安全総点検の実施

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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11月の
おもなNEWS
NOVEMBER 2019

交通・環境対策委員会（山下洋介委員長）は、降積雪期における
輸送の安全確保を徹底するため、金沢トラックステーションにおい
て啓発活動を実施し、立ち寄ったドライバーらに、タイヤチェーンの
携行など雪道対策を呼びかけました。（金沢トラックステーション）

交通・環境対策委員会

11 日 雪道安全走行啓発活動

労働委員会（山田秀一委員長）は、人材確保対策の一環としてハ
ローワーク協力のもと、企業合同説明会を開催しました。当日は、
運送業を希望する求職者らが参加し、会員事業者との個別面談など
を行いました。（コスモアイル羽咋、ハローワーク小松）

労働委員会

11 日、12 日 企業合同説明会（能登・加賀地区）

トラック協会は、正副会長会・総務委員会合同会議を開催し、全日
本トラック協会長表彰候補者の推薦をはじめとする理事会上程議案
について確認をしました。（石川県トラック会館）

正副会長・総務委員会

13 日 第57回正副会長会・第57回総務委員会合同会議

当協会では、石川県が主催する原子力防災訓練に参加し、関係機
関と連携し、避難所への救援物資輸送訓練を実施しました。（金沢
市内）

石ト協

4 日 石川県原子力防災訓練

第55回全国陸上貨物運送事業労働災害防止大会が滋賀県で開催
され、石川県支部から17名が参加し、労災防止への意識高揚を図
るとともに、その決意を新たにしました。（大津市民会館）

陸災防

7 日 第55回全国陸運労災防止大会

青年部会（山本外志男部会長）は、研修事業と交流事業のワーキンググ
ループ合同会議を開催し、北陸三県青年部会意見交換会の開催計画に
ついて協議をしました。（石川県トラック会館）

青年部会

8 日 ワーキンググループ合同会議

Vol.233    いしかわトラックのひろば12月号
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当協会は、理事会・交付金運営委員会合同会議を開催し、労災事
故防止活動などについて協議をしたほか、中村正春氏（日栄運送㈱）
の国土交通大臣表彰受賞が報告されました。（石川県トラック会館）

石ト協

13 日 第332回理事会・第307回交付金運営委員会合同会議

石川支部（久安常信支部長）は、運営委員会を開催し、新年全体会
議や今後の活動計画などについて協議をしました。（金沢国際ホテ
ル）

石川支部

21 日 第28回運営委員会

金沢第一支部（山田秀一支部長）は、運営委員会を開催し、全体会
議や講習会の開催などについて協議をしました。（北陸中央物流協
同組合）

金沢第一支部

21 日 第22回運営委員会

金沢第二支部（操川一郎支部長）は、運営委員会を開催し、今後の
活動計画などについて協議をしました。（金沢市内）

金沢第二支部

21 日 第21回運営委員会

当協会は、高速安協主催の標記キャンペーンに参加し、サービスエ
リアに立ち寄ったドライバーらに対して、早めの冬用タイヤ装着など
雪道対策の実施を呼びかけました。（徳光PA）

石ト協

15 日 雪道安全走行推進キャンペーン

適正化実施機関は、新潟県で開催された北陸信越ブロック指導員研
修に参加し、各県の巡回指導状況や最近の法改正への対応などに
ついての意見交換を行いました。（新潟県）

適正化実施機関

18 日 北陸信越ブロック適正化事業指導員研修

適正化実施機関は、石川運輸支局と定例会議を開催し、巡回指
導結果や行政処分状況など諸課題について意見交換を行いました。
（石川県トラック会館）

適正化実施機関

20 日 石川運輸支局と月例会議

加南支部（小前田彰支部長）は、運営委員会を開催し、新年安全祈
願や全体会議の開催などについて協議をしました。（ホテルビナリオ
KOMATSUセントレ）

加南支部

21 日 第24回運営委員会
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金沢第三支部（吉田修一支部長）は、運営委員会を開催し、新年安
全祈願や今後の事業などについて協議をしました。（金沢市）

金沢第三支部

26 日 第20回運営委員会

労働委員会（山田秀一委員長）は、人材確保セミナーを開催し、効
果的な求人方法や人材定着のための職場環境の整備などについて
学びました。（石川県トラック会館）

労働委員会

28 日 トラック運送事業者のための人材確保セミナー

石川労働局主催の標記セミナーが開催され、改正事業法や長時間
労働改善に向けた取り組みなどについて説明がされました。（石川
県トラック会館）

石ト協

29 日 トラック運送事業者の労働時間短縮に向けたセミナー（金沢地区）

石川運輸支局主催の新規許可事業者に対する指導講習会が開催さ
れ、適正化実施機関の奥村和秀課長が過労防止対策の徹底など適
正な運行管理を求めました。（石川県トラック会館）

適正化実施機関

22 日 新規許可事業者に対する指導講習会

北陸三県の青年部会員60名が参加のもと、意見交換会が石川県
で開催され、研修会や交流会を通じ、部会員間の親睦を図りました。
（ホテル金沢）

青年部会

22 日 北陸三県青年部会意見交換会

当協会は、IT活用セミナーを開催し、IT機器導入の成功事例や情
報セキュリティ対策などについて学びました。（石川県トラック会
館）

石ト協

25 日 中小トラック運送事業者のためのIT活用セミナー

青年部会（山本外志男部会長）は、ワーキンググループを開催し、
来年度開催予定の全日本トラック協会青年部会北陸信越ブロック
大会の開催計画について協議をしました。（石川県トラック会館）

青年部会

25 日 ブロック大会に関するワーキンググループ会議

能登支部（山下洋介支部長）は、運営委員会を開催し、各種事業の
実施結果報告を行ったほか、雪みち安全走行キャンペーンの実施な
どについて協議をしました。（能登食祭市場）

能登支部

21 日 第18回運営委員会
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飲酒運転撲滅
～運行管理の徹底により、飲酒運転を防止しましょう～

忘年会シーズン

会社への処分

体内のアルコール1単位を処理する時間は約4時間
1単位（純アルコール約20グラム）を含む酒類の量（%はアルコール度数）

ビール
1缶

（500ml）
5%

日本酒
1合

（180ml）
15%

ウイスキー
ダブル1杯
（60ml）
43%

ワイン
小グラス2杯
（200ml）

12%

焼酎
小コップ半分
（100ml）

25%

チューハイ
1缶

（350ml）
7%

アルコール検知器による点呼を確実に実施し、飲酒の有無を確認すること。

 過去に飲酒運転の経歴を有するなど、飲酒傾向の強い運転者の指導を徹底
すること。

 飲酒運転とならないよう前日に飲酒したアルコールが、身体に残らないよ
う生活指導を徹底すること。

車内に酒類の持ち込みがないか定期的に調査すること。

 乗務員に対する長距離運行時の飲酒運転防止について、
指導教育を徹底すること。

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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降積雪期の安全確保
～気象情報や道路状況を適切に把握しましょう～

降雪シーズン

積雪・凍結等の気象及び道路状況により、早期に適切な方法でスタッドレ
スタイヤ及びタイヤチェーンを装着するよう徹底を図ること。

点呼時等において、運行経路の道路状況、道路規制情報、気象情報に基づき、
乗務員に適切な指示を行うこと。

積雪・凍結時における要注意箇所の把握に努めること。気象状況が急変し、
安全運行が確保できないおそれがある場合は、運行計画の変更等の適切な
措置を講ずること。

乗務員に対して、スリップの要因となる急発進、急加速、急制動、急ハン
ドルを行わないよう指導するとともに、道路状況、気象状況に応じた安全
速度の遵守、車間距離の確保について指導を徹底すること。

次の給油所
まで、ギリギリ
もつだろう！

運
転
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…

冬期は、夏より
多めに車間距離を

とろう！

道
路
の
外
に

落
ち
ち
ゃ
っ
た
！ チェーンって

どうやって
つけるんだ？

防寒着持ってくりゃ
よかった～

さ
ぶ
っ
！

思ったより
時間が
かかるな～

ホワイトアウトイメージ

防雪柵

前もって確認して
おいて、助かった！

オイラはとりあえず、早寝でぇい！

雪
の
準
備
し
て

な
か
っ
た
か
ら

立
ち
往
生
・・・

無理して
走るんじゃ
なかった！
トホホ・・・

出　発　前 出　発　直　後

走行中（降雪時）走行中（緊急時） 走行中（降雪前）

山形生まれ、山形育ちの中堅
トラックドライバー。運送会社
勤務で、常に安全に心がけて
いる。東北各地の景勝地めぐ
りが趣味で、一年中ドライブ
している。ポップスが好き。

東京下町生まれのトラックド
ライバー。細かいことが苦手
で、気が大きくて人情に厚い
男気あふれる性格。最近、
仕事で東北に荷物を運ぶよう
になった。演歌が好き。

冬野 道男 江戸川 三郎
ふゆ　の　　 みち　お え　ど　が わ 　さ ぶ ろう

雪道走行の心得

明
日
は
、雪
が

降
り
そ
う
だ
な
…

午後から雪の予想だから
早めに給油して行こう！

事故

スリップ事故
渋滞発生！

ガス欠に
なりそうだ！

給油して
おいて、
助かった！

のろ
のろ
…

ぽつ
～ん

ハザードランプを点灯
して、後方のクルマに
気付いてもらおう！

地吹雪が
おさまるまで
待とう！

近づきすぎ
は、危険！

早めに冬タイヤに
交換しておこう！

こんな場所は気を付けよう！

雪道の注意スポット
　雪国の人が、雪の少ない地域の人と比べて雪道での事故が少な
いのは、運転技術が高いからではありません。それは、今までの
雪道での運転経験により、危険な場所や状況を予測しながら運転
しているからです。
　雪道に不馴れな人でも、雪道で注意すべき場所をあらかじめ知っ
てから走行することで、危険を回避する確率もグンと上がります！

◉ 長い坂道
　長い坂道は、勾配が緩やかでも凍結して一度スリップ
し出すと車体のコントロールが効かなくなります。
玉突き事故の恐れもあるので、車間距離を十分にとり、
一定速度で慎重に走行しましょう。

◉ 峠道
　山間部を通る峠道は、急カーブや日中
でも日陰の部分が多く凍結している可能
性が高い場所です。また、気象変化も激し
いため、注意して通過するようにしましょう。

◉ 早朝の舗装路
　早朝の道路は、前日にツルツルに凍結した路面
上に、薄雪が積もっている場合があり、想像以上
に滑りやすくなっている事があります。交通量の
少ない道路を走行するときは気を付けましょう。

◉ トンネルの出入口

◉近年、１２～１月に予想を超える大

雪となるケースが増え、この時期に備

えた適切な雪道対策が求められます。

◉もし、交通事故やスリップ、大雪等
でトラックが立ち往生してしまうと、
周辺道路の大渋滞を招き、迂回路の
ない地域では大混乱を来します。

◉降雪地域を運行する方は、タイヤ
チェーンを必ず携行するなど、雪道対
策を万全に整えてから出発しましょう。

　スタッドレスタイヤなど冬用タイヤは年々高性能になっています。
しかし、これらを装着したからといって、夏の道路と同じような走
行ができるわけではなく、絶対スリップしない完全なタイヤはあり
ません。車間距離を十分にとって、無理をせずゆとりをもったドラ
イブを心がけましょう。

マメ
知識

　地吹雪時には、ホワイトアウト現象が起こりや
すくなります。あわてずあせらずハザードランプ
をつけ、スピードを落します。急ブレーキをかけ
るとスリップする可能性があるのでやめましょう。
　防雪柵設置箇所は地吹雪地帯です。前後の追
突に気を付け、車間距離を十分にとってください。

マメ
知識

ノーマルタイヤでの雪道走行は、
罰則対象になります！

雪道はすべるもの！
冬用タイヤへの過信は禁物。

視界ゼロ！　恐怖の
ホワイトアウト現象。

　道路交通法等により、積雪又は凍結のため滑るおそれのある道
路において、自動車又は原動機付自転車を運転するときは、タイ
ヤチェーンを取り付け、又は全車輪にスノータイヤやスタッドレス
タイヤ等を取り付けることが義務付けされており、違反すると罰則
の対象となります。（地域により異なる場合があります）

マメ
知識

極寒でのガス欠は命取り！？

　雪道では、普通の道にくらべ燃料消費が早いものです。
　また、規制や事故による渋滞・ストップ時でも冬は暖房のた
めエンジンは掛けっぱなしになります。マイナス10数度にもな
る気温の中でガス欠を起こしたら生命の危機に直面することだ
って考えられます。冬期はいつもより早めの給油が鉄則です。

マメ
知識

雪国の冬到来は
早い！？

　お出かけ直前の気象・路面情報の確認
は安全のためもちろん大事なこと。さらに、
運行地域の例年の初雪時期を確認してお
くことで、余裕をもってタイヤ交換や
チェーンなど冬装備の準備ができます。

マメ
知識

　トンネルの出入口付近は、山からの吹きさら
しの風があたり、出入口
付近だけ凍結しているこ
とがあります。また、トン
ネルは緩やかに傾斜して
いることが多いので減速
して通過しましょう。

気象や道路の情報確認！ 燃料を満タンに！
冬は給油もお早めに！

車間距離を十分にとり、
心と時間にゆとりを持って！

強い地吹雪が発生したら、
すぐに安全な場所に避難！

早めに装着！
冬タイヤ、チェーン。

次の給油所
まで、ギリギリ
もつだろう！
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出　発　前 出　発　直　後

走行中（降雪時）走行中（緊急時） 走行中（降雪前）

山形生まれ、山形育ちの中堅
トラックドライバー。運送会社
勤務で、常に安全に心がけて
いる。東北各地の景勝地めぐ
りが趣味で、一年中ドライブ
している。ポップスが好き。

東京下町生まれのトラックド
ライバー。細かいことが苦手
で、気が大きくて人情に厚い
男気あふれる性格。最近、
仕事で東北に荷物を運ぶよう
になった。演歌が好き。

冬野 道男 江戸川 三郎
ふゆ　の　　 みち　お え　ど　が わ 　さ ぶ ろう

雪道走行の心得

明
日
は
、雪
が

降
り
そ
う
だ
な
…

午後から雪の予想だから
早めに給油して行こう！

事故

スリップ事故
渋滞発生！

ガス欠に
なりそうだ！

給油して
おいて、
助かった！

のろ
のろ
…

ぽつ
～ん

ハザードランプを点灯
して、後方のクルマに
気付いてもらおう！

地吹雪が
おさまるまで
待とう！

近づきすぎ
は、危険！

早めに冬タイヤに
交換しておこう！

こんな場所は気を付けよう！

雪道の注意スポット
　雪国の人が、雪の少ない地域の人と比べて雪道での事故が少な
いのは、運転技術が高いからではありません。それは、今までの
雪道での運転経験により、危険な場所や状況を予測しながら運転
しているからです。
　雪道に不馴れな人でも、雪道で注意すべき場所をあらかじめ知っ
てから走行することで、危険を回避する確率もグンと上がります！

◉ 長い坂道
　長い坂道は、勾配が緩やかでも凍結して一度スリップ
し出すと車体のコントロールが効かなくなります。
玉突き事故の恐れもあるので、車間距離を十分にとり、
一定速度で慎重に走行しましょう。

◉ 峠道
　山間部を通る峠道は、急カーブや日中
でも日陰の部分が多く凍結している可能
性が高い場所です。また、気象変化も激し
いため、注意して通過するようにしましょう。

◉ 早朝の舗装路
　早朝の道路は、前日にツルツルに凍結した路面
上に、薄雪が積もっている場合があり、想像以上
に滑りやすくなっている事があります。交通量の
少ない道路を走行するときは気を付けましょう。

◉ トンネルの出入口

◉近年、１２～１月に予想を超える大

雪となるケースが増え、この時期に備

えた適切な雪道対策が求められます。

◉もし、交通事故やスリップ、大雪等
でトラックが立ち往生してしまうと、
周辺道路の大渋滞を招き、迂回路の
ない地域では大混乱を来します。

◉降雪地域を運行する方は、タイヤ
チェーンを必ず携行するなど、雪道対
策を万全に整えてから出発しましょう。

　スタッドレスタイヤなど冬用タイヤは年々高性能になっています。
しかし、これらを装着したからといって、夏の道路と同じような走
行ができるわけではなく、絶対スリップしない完全なタイヤはあり
ません。車間距離を十分にとって、無理をせずゆとりをもったドラ
イブを心がけましょう。

マメ
知識

　地吹雪時には、ホワイトアウト現象が起こりや
すくなります。あわてずあせらずハザードランプ
をつけ、スピードを落します。急ブレーキをかけ
るとスリップする可能性があるのでやめましょう。
　防雪柵設置箇所は地吹雪地帯です。前後の追
突に気を付け、車間距離を十分にとってください。

マメ
知識

ノーマルタイヤでの雪道走行は、
罰則対象になります！

雪道はすべるもの！
冬用タイヤへの過信は禁物。

視界ゼロ！　恐怖の
ホワイトアウト現象。

　道路交通法等により、積雪又は凍結のため滑るおそれのある道
路において、自動車又は原動機付自転車を運転するときは、タイ
ヤチェーンを取り付け、又は全車輪にスノータイヤやスタッドレス
タイヤ等を取り付けることが義務付けされており、違反すると罰則
の対象となります。（地域により異なる場合があります）

マメ
知識

極寒でのガス欠は命取り！？

　雪道では、普通の道にくらべ燃料消費が早いものです。
　また、規制や事故による渋滞・ストップ時でも冬は暖房のた
めエンジンは掛けっぱなしになります。マイナス10数度にもな
る気温の中でガス欠を起こしたら生命の危機に直面することだ
って考えられます。冬期はいつもより早めの給油が鉄則です。

マメ
知識

雪国の冬到来は
早い！？

　お出かけ直前の気象・路面情報の確認
は安全のためもちろん大事なこと。さらに、
運行地域の例年の初雪時期を確認してお
くことで、余裕をもってタイヤ交換や
チェーンなど冬装備の準備ができます。

マメ
知識

　トンネルの出入口付近は、山からの吹きさら
しの風があたり、出入口
付近だけ凍結しているこ
とがあります。また、トン
ネルは緩やかに傾斜して
いることが多いので減速
して通過しましょう。

気象や道路の情報確認！ 燃料を満タンに！
冬は給油もお早めに！

車間距離を十分にとり、
心と時間にゆとりを持って！

強い地吹雪が発生したら、
すぐに安全な場所に避難！

早めに装着！
冬タイヤ、チェーン。
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今回の
状況

•�実働率は▲6.4（前回▲14.5）と8.1ポイント改善、実車率は▲5.3（前回▲14.5）と9.2ポイント改
善し、前回と比較して輸送効率は改善した。
•�採用状況は▲3.2（前回▲4.3）と1.1ポイント上昇し、雇用状況（労働力の不足感）は85.0（前回
91.2）と6.2ポイント低下し、労働力の不足感は弱まった。

今後の
見通し

•�実働率は▲17.8（今回▲6.4）と11.4ポイント悪化、実車率は▲15.7（今回▲5.3）と10.4ポイン
ト悪化し、輸送効率は悪化する見込みである。
•�採用状況は▲13.3（今回▲3.2）と10.1ポイント悪化することから、雇用状況（労働力の不足感）は
96.5（今回85.0）と11.5ポイント上昇し、労働力の不足感は強まる見込みである。
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・前回より8.1ポイント改善した。
・今後は水準を下げる見込み。
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・前回より9.2ポイント改善した。
・今後は水準を下げる見込み。

採用状況
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・前回より1.1ポイント上昇した。
・今後は水準を下げる見込み。

雇用状況
（労働力の不足感）
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・�前回より6.2ポイント低下した
（不足感が弱くなった）。
・今後は水準を上げる見込み。

※�雇用状況については、上段は前回（H31.4月～R1.6月期）の状況、中段は今回（R1.7月～9月期）の状況、下段は今後（R1.10月～12月期）の見通し
を示しているが、前回及び今回は前年同期比ではなく「その期の状況」を、見通しは「前年同期比の見通し」を集計している。

トラック運送業界の景況（速報）～令和元年７月－9月期～

共通の概況❶ ：今回（令和元年７月～９月期）の状況と今後の見通し

全日本トラック協会
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今回の
状況

• 所定外労働時間は▲19.4（前回▲30.1）と10.7ポイント増加し、貨物の再委託（下請運送会社への委
託割合）は▲1.3（前回▲5.6）と4.3ポイント増加した。

•経常損益は▲11.0（前回▲14.0）と3.0ポイント改善した。

今後の
見通し

• 所定外労働時間は▲22.8（今回▲19.4）と3.4ポイント減少、貨物の再委託は▲5.6（今回▲1.3）と
4.3ポイント減少する見込みである。

•経常損益は▲24.2（今回▲11.0）と13.2ポイント悪化し、経常損益の水準は落込む見込みである。
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・ 前回より10.7ポイント増加し
た。

・ 今後は水準を僅かに下げる見込
み。

貨物の再委託
（下請運送会社への委託割合）
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み。

経常損益
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・前回より3.0ポイント改善した。
・今後は水準を下げる見込み。

【調査の概要】
　平成5年3月より開始、以降3カ月ごとに実施。第107回調査は、令和元年10月1日に、モニターに
対して調査開始、令和元年10月31日回収分までを集計。

共通の概況❷ ：今回（令和元年7月～9月期）の状況と今後の見通し

詳細版については、当協会ホームページからダウンロードできます。
http://www.ishitokyo.or.jp/

HOME〉最新情報

特積 一般 回答事業者全体
87 540 567

※一部回答事業者の重複あり

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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平
成
30
年
度
の
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
折
損
等
に
よ
る
大

型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
発
生
件
数
は
81
件
（
う
ち
人
身

事
故
3
件
）
と
3
年
連
続
で
増
加
し
、
ピ
ー
ク
と
な
っ
た

平
成
16
年
度
の
87
件
に
迫
る
厳
し
い
状
況
と
な
り
、
こ
れ

を
受
け
国
土
交
通
省
よ
り
、
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防

止
の
た
め
の
「
令
和
元
年
度
緊
急
対
策
」
が
発
出
さ
れ

ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
事
項
に
掲
げ
ら
れ
た
実
施
項
目

に
つ
い
て
徹
底
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
の
た
め

の「
令
和
元
年
度
緊
急
対
策
」の
実
施

全日本トラック協会
令和元年度自家用燃料供給施設の導入助成（追加募集）

1．助成概要 自家用燃料供給施設を新設または増設する場合に対する助成

2．要　　件

指定数量（1,000ℓ）以上の軽油を保管する専用タンクの設置を伴う自家
用燃料供給施設の新設、増設又は増設を伴う代替が対象
※ 平成31年4月1日～令和2年2月29日までに市町村（各市町村地区
消防組合等）より危険物取扱所の完成検査済証の交付を受け、当該設
備の支払いを完了するもの。
※ 指定数量とは、「危険物の規制に関する政令第1条の11」により規定

3．助 成 額 新設の場合（100万円）、増設の場合（30万円）

4．公募期間
令和元年12月2日（月）～27日（金）
※  ただし、公募期間内に申請が予算総額を超過した際には、1件あたりの
助成金額を減額する場合がある。

5．申込書、募集要領
当協会ホームページからダウンロードできます。

http://www.ishitokyo.or.jp/
ホーム〉助成・融資制度または最新情報

6．申請先、お問合せ
（一社）石川県トラック協会
TEL 076－239－2284

「
令
和
元
年
度
緊
急
対
策
」実
施
事
項

●
日
程
に
余
裕
を
持
っ
た
計
画
的
な
冬
タ
イ
ヤ
の
交
換
の
実
施
。

● 

車
輪
脱
落
事
故
防
止
の
た
め
の
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト（
※
）の
実
施
に

つ
い
て
周
知
。特
に
脱
落
の
多
い
左
後
輪
の
タ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は

重
点
的
に
点
検
を
実
施
す
る
よ
う
啓
発
。

● 

タ
イ
ヤ
の
交
換
作
業
は
、正
し
い
知
識
を
有
し
た
者
に
実
施
さ
せ

る
よ
う
周
知
。

● 

著
し
く
錆
び
た
ホ
イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
、ナ
ッ
ト
、デ
ィ
ス
ク
ホ
イ
ー

ル
で
は
、適
正
な
締
付
力
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、点
検
・
清
掃
を

行
っ
て
も
錆
が
著
し
い
デ
ィ
ス
ク
ホ
イ
ー
ル
、ス
ム
ー
ズ
に
回
ら

な
い
ボ
ル
ト
、ナ
ッ
ト
は
使
用
せ
ず
、交
換
す
る
よ
う
周
知
。特
に
、

初
度
登
録
年
か
ら
4
〜
6
年
経
過
す
る
車
両
は
、重
点
的
に
確
認

す
る
よ
う
啓
発
。

● 

増
し
締
め
を
や
む
を
得
ず
車
載
工
具
で
行
う
場
合
の
実
施
方
法
や

そ
の
際
の
締
付
ト
ル
ク
の
確
認
は
、必
ず
帰
庫
後
時
に
ト
ル
ク
レ

ン
チ
を
使
用
し
て
確
認
す
る
よ
う
周
知
。

※
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
1
．ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
の
規
定
ト
ル
ク
で
の
確
実
な
締
付
け

　
2
．タ
イ
ヤ
交
換
後
、50
〜
1
0
0
㎞
走
行
後
の
増
締
め
の
実
施

　
3
．日
常（
運
行
前
）点
検
に
お
け
る
確
認

　
4
．ホ
イ
ー
ル
に
適
合
し
た
ボ
ル
ト
及
び
ナ
ッ
ト
の
使
用
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EVENT CALENDAR　12月の行事予定

会員名簿の変更
項 行 事業者名 変更項目 変更内容

18 19 東洋運輸㈱
石川営業所

本社代表者名
所在地
TEL
FAX

柴田智彦
能美市上清水町レ92-2

0761-51-3528
0761-51-3538

2日（月） 労災事故防止要請活動
3日（火） 第103回広報委員会（石川県トラック会館）

4日（水）
整備管理者選任後研修（石川県トラック会館）
石川県貨物運送協同組合連合会理事会ほか（加賀市）
全ト協第48回引越部会（東京都）

5日（木） 全ト協常任理事会ほか（東京都）
雪みち安全走行啓発活動（津幡北バイパス・七尾市）

6日（金） 中交協第137回石川県支部役員会（ホテル日航金沢）

7日（土） フォークリフト運転技能講習（石川県トラック会館）
※8（日）、14（土）、15（日）

9日（月） TV会議システムを利用した特殊車両通行許可講習会（石川県トラック会館）
建設輸送部会 公共工事に伴う土砂等運搬に関する要望活動（金沢市内）

11日（水） 年末の交通安全県民運動街頭キャンペーン（小松市）
トラック運送事業者のための労働時間短縮セミナー（ワークパル七尾）

12日（木） 第58回正副会長会・第58回総務委員会合同会議、支部長懇談会（加賀市）

13日（金） トラック運送事業者のための労働時間短縮セミナー（小松日の出合同庁舎）
石川運輸支局・適正化実施機関月例会議（ホテル金沢）

16日（月） 二水会（ANAホリデイ・イン金沢スカイ）
降雪期における道路交通確保に関する要望活動（石川県トラック会館）

18日（水） 荷主とトラック運送事業者のための労働時間短縮セミナー（地場産業振興センター）
20日（金） 奥能登支部第10回全体会議ほか（輪島市）

新規会員のご紹介
㈱美和総建
代表者名：栃折守

㈱雅運輸
代表者名：干場優雅

〒921-8025　金沢市増泉5-59-1
TEL：076-241-3088　FAX：076-241-3730
車両台数：7台　支部：金沢第一支部

〒925-0564　羽咋郡志賀町酒見寺家98-1
TEL：0767-42-8177　FAX：0767-42-8177
車両台数：6台　支部：能登支部

お知らせ （一社）石川県トラック協会 仕事納め　　12月27日（金）
仕事初め　　1月6日（月）

金沢トラックステーション

運行管理センター／
12月27日（金）17：00～1月6日（月）9：00まで休業
食堂・宿泊・浴室／通常営業
給油所／1月1日（水）～2日（木）まで休業

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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交通事故情報

21

事業用貨物車の交通事故発生状況（第1当事者）石川県内

0

5
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15

20
（件）

人 死者数

発生件数（件）

11月
（H30）

1月
（H31）

2月 3月 4月

8
7

8 8
8

3 2

5

0人 0人 0人 1人 0人 0人 1人 0人

6 6

0人 0人

5

0人

8

1人
5月
（R1）

6月 7月 8月 9月 10月12月

発生件数 死者数（人）

1,940　（-207） 23（+1）

令和元年交通事故発生状況　1～10月（増減）石川県内全車種（乗用車含む）
（参考）

人対車両
車両相互 車両

単独 列車 計
正面衝突 追突 出会い頭 追越・追抜 すれ違い時 右・左折時 その他

件数 2（-3） 0（-2） 26（-9） 10（+5） 2（+1） 0（-1） 8（+3）10（+1）1（±0） 0（-1） 59（-6）

死者 1（+1） 0（-1） 1（+1） 0（±0） 0（±0） 0（±0） 0（±0） 1（+1）0（±0）0（±0） 3（+2）

※（　）内は昨年比 （提供／石川県警）

令和元年事故類型別発生状況（1～10月）内訳

Vol.233    いしかわトラックのひろば12月号
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軽油価格情報

22

（消費税抜き）

●調査方法…県内 30事業者へのアンケート調査 （地域：石川県内）

経済産業省調べ“給油所軽油小売価格”軽油小売価格推移表

石ト協　軽油価格等実態調査結果報告
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1月
（H30）

全国平均

石川平均

（平均価格） H30
10月 11月 12月 H31

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

スタンド 132.6 122.6 118.6 117.6 111.9 124.2 118.7 118.7 108.4 115.9 116.2 110.7 112.1

ローリー 108.0 101.8 94.4 92.8 95.6 98.1 101.4 101.3 95.5 95.9 93.0 95.5 93.7

カード 120.1 115.5 106.7 105.6 106.5 108.9 111.5 112.7 108.4 108.8 104.3 105.1 105.3

値上げ
要請額

2.9
（17社）

2.5
（6社）

0
（0社）

2.6
（10社）

1.6
（11社）

2.4
（14社）

2.1
（10社）

1.1
（7社）

0.7
（10社）

1.2
（11社）

1.0
（2社）

2.4
（6社）

0.7
（6社）

※値上げ要請額は、要請があった事業者の平均額。（　）内は、要請のあった事業者数。

（平均価格） H30
11月 12月 H31

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

全国 135.6 129.0 124.1 124.4 126.1 127.3 130.7 128.6 126.7 125.8 124.6 127.8 127.4

石川 132.5 125.9 122.0 122.8 124.7 125.9 128.1 126.4 124.2 123.6 122.5 126.7 126.3

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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提供：中部交通共済協同組合

事故の概要

事 例 究研事故に
学び

安全運転に
生かす

■発 生 日 時 1月18日（水）　　午前6時30分頃　　天候　雨
■発 生 状 況 運転者が積み込み先へ向かうため、県道交差点を右折しようとしたところ、横

断中の歩行者を礫過して死亡させたもの。
■事故当事者 男性50歳　　　　相手側　男性23歳
■事 故 原 因 運転者は積み込みのため、物流センターに向かっていました。県道交差点を右

折しようとすると、信号は青で対向車もいなかったことから、速度を維持した
ままハンドルを切って交差点へ進入しました。しかし、進行方向の横断歩道を
歩いていた歩行者を見落とし、衝突するまで気がつきませんでした。衝突に驚
き、ブレーキを掛けましたが、惰性により止まれず、衝突して倒れた歩行者を
轢いて死亡させてしまいました。

交差点右折時に歩行者をひく
84

提供：中部交通共済協同組合   事故防止部

Vol.233    いしかわトラックのひろば12月号



24 事例研究

被害／損害

　運転者は、朝一番で物流センターの荷物を積んで、当日便で配達する予定でした。差し掛かった
県道交差点は度々通ったことがあり、普段から交通量が少なく、この日も運転者以外の車両はい
ませんでした。交差点の形は変則で、ななめに交差していて、右折時にはやや鈍角に曲がるので見
通しはよいように思っていました。しかし、事故の当日は雨が降っており、いつもとは違っていた
のです。走行速度も災いし、よく見ていれば気がついたはずの歩行者をとらえることができなかっ
たのです。
　この事故の原因は、運転者が信号交差点の進入時に減速と進行方向の確認を怠り、不十分な確
認のまま右折をしたことにあります。交差点というところは文字通り道路が交差するため沢山の
危険が潜んでいます。確認にはまずしっかり見ることです。そして、そのためには十分な時間が必
要なのですが、時に速度は確認に必要な時間を削り取っていってしまうのです。交差点および交
差点付近は、交通事故が多発するためより注意を必要とする場所です。十分な確認ができるよう
に減速し、危険を見つけた時には止まれるように運転しましょう。

この事故から学ぶ事

被害者について
　被害者は大学4年生で春から大学院に進むことを決めていました。工業大学の工学部で過ごし
た4年間はとても充実していて、更なる研究がしたいと思いを巡らせていました。進路も定まり、
親孝行のつもりもあって大学卒業までの期間は親元に戻り、近所でアルバイトをしながら両親や
姉と生活をしていました。
　被害者はこの日、近所のバイト先まで小雨の降る中、傘を手に歩いていました。冬の朝は日の出
が遅く、天気がよくなかったので、交差点の信号機が一層明るく感じる日でした。横断歩道を3分
の2ほど進んだところで、車がぶつかってきてしまい、倒れたところを通り過ぎるように轢かれて
しまいました。前輪で頭部を踏まれて即死の状態でした。事故の知らせに両親と姉が駆け付けまし
たが、呼びかけに応えるはずもなく、ただ静かに横たわる被害者を前に、それぞれがすがって涙せ
ずにはいられなかったそうです。この事故により、将来を嘱望された若者の人生が途絶えることに
なり、彼のまわりの多くの人が悲しみの淵へと突き落とされてしまったのです。

■被害概要
・被害者の職業　　大学生
・被害状況　　　　 頭部粉砕骨折により死亡。

■損害額内容
・治療費用 15万円
・逸失利益 8,400万円
・慰謝料 2,800万円
・葬儀費他 85万円
　　計 1億1,300万円

■運転者について―
運転免許取り消しの行政処分を受けました。

23歳男子死亡
総損害額 1億1,300 万円

提供：中部交通共済協同組合   事故防止部
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「トラックのひろば」TOP NEWSで振り返るこの1年!!久安会長を再任
～第45回定時総会・第329回理事会～

大規模テロ想定、国民保護訓練に初参加
～石川県国民保護共同図上訓練～

ドライバー確保へ
企業合同説明会を開催 2月8月

新春安全祈願
～会員事業所の無事故・無災害を願う～

高校生　トラック体験乗車
～交通安全と物流を学ぶ～ 1月7月

6月

税負担軽減、高速料金引き下げなどを国会議員へ要望
～令和2年度税制改正・予算に関する要望活動～

取引環境・労働条件改善に向け
各種セミナーを開催3月9月

プロドライバーとしての基礎を学ぶ
～初任運転者指導講習会～

「トラックの日」
各種社会貢献事業でPR 4月10月

令和元年度 事故防止大会を開催
～安全決議を採択～

事業功労者・優秀運転者を表彰
～第70回石川県トラック協会表彰式～5月11月




